
は
じ
め
に

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

Ｑ
＆
Ａ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
全
体
像

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

具
体
的
な
手
順

モニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
公
表

巻
末
資
料

44

43

24

17

21

70

66

42

137

５

22

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.2

1.7

0.7

2.6

2.2

1.1

7.3

5.8

10.5

1.6

9.4

1.1

1.3

0.6

0.4

0.2

0.4

0.6

4.3

2.4

0.6

1.7

0.2

0.1

36

57

30

150

50

60

400

260

100

70

180

38

52

知床半島

大雪・日高

支笏・無意根

北上高地

白神八甲田

八幡平太平山

奥羽山脈

鳥海朝日・飯豊吾妻

会津山地

越後線

日光・吾妻山地

日光線

三国線

秩父山地

丹沢

富士山

雨飾・戸隠

八ヶ岳

白山山系

越美山地

東中国山地

四国山地

綾川上流

大隅半島
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24

合計 58.3

注１：面積と延長は、平成27（2015）年４月１日現在のデータである。
　２：面積は、国有林の「緑の回廊」を記載。
　３：計の不一致は四捨五入による。

第１章　はじめに



　モニタリングは、野生生物の移動実態や森林施業との因果関係等を把握し、現況が緑の回廊としての機能発揮にふさ
わしい林分内容であるかどうか等を検証するため、森林管理局長が作成する「緑の回廊設定方針（案）」で定められた、
「緑の回廊のモニタリングに関する事項」に沿って実施される調査です。
　緑の回廊の保全・管理においては、必要に応じて森林施業を実施することから、モニタリング結果の評価を森林整備
の方針等に反映する順応的管理※の考え方が重要です。

Point!

　適切に緑の回廊を保全・管理するため、順応的管理の考え方に基づいた継続的なモニタリ
ングを行うことが重要です。

※順応的管理とは、定期的なモニタリング等の調査による変化と現状の把握に基づいて、計画を検証・修正する、Plan（計画）、Do（実
施）、Check（点検）及びAction（対応）のPDCAサイクルを常に回すことによって、その時 の々最新の科学的知見等に基づいた最適な
管理を行うために、継続的に改善を図っていく手法です。

緑の回廊設定方針の作成・変更

緑の回廊の管理・利活用

モニタリング調査

モニタリング調査結果の評価

森林管理局

森林管理局

民間業者、NPO、森林官等

保護林管理委員会

モ
ニ
タ
リ
ン
グ



調査の手順 概要 参照項目

緑の回廊としての設定目的を評価するための基準・指標
を検討します。

第３章 １

連結する保護林との連携した調査項目を検討します。 第３章 2

緑の回廊の状況に応じて、調査項目を満たす最適な調査
手法を検討します。

第３章 3

選択した調査手法に基づくモニタリングの実施に向けて
検討します。

第３章 4

モニタリングを実施します。 第３章 5

モニタリング結果を、評価しやすく分析が容易な形式
で整理します。

第３章 6

モニタリング結果を保護林管理委員会において評価し、
必要に応じてモニタリング方法の見直し等を検討します。

第３章 7

モニタリング結果の公表を行います。 第4章 

① 基準･指標の検討

② モニタリング調査項目　  の検討

③ モニタリング調査手法　  の検討

④ モニタリングの実施に　  向けた検討

⑤ モニタリングの実施

⑥ モニタリング結果の整理　　

⑦ モニタリング結果の評価

⑧ モニタリング結果の公表　　
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Point!

　モニタリング結果の評価を次回調査の改善へとつなげることが重要です。

　モニタリングを森林整備の方針等に反映する順応的管理の考え方に基づき、モニタリングを実施するだけでなく、結果
を評価することで、今後の保全・管理やモニタリングに反映していくことが必要です。

モニタリングの全体像第    章2



Point!

　緑の回廊としての機能を評価するための基準・指標を検討します。

　緑の回廊の機能評価を行う際は、「デザイン」、「価値」、「利活用」、「管理体制」の４つの観点から、機能評価を行うため
の基準・指標を検討します。
（巻末資料：緑の回廊のモニタリング調査における基準・指標等の例）

Point!

　緑の回廊の設定目的に応じた調査項目を検討します。

　緑の回廊は民有林と連携して設定される場合もあることから、モニタリングは民有林においても実施可能な簡素かつ
科学的な調査項目とすることが望ましいです。
　緑の回廊の機能評価に最適な調査項目を選択するため、過去に行われたモニタリング結果や、緑の回廊内で実施され
た各種調査の情報を収集します。
　「緑の回廊のモニタリング調査における基準・指標等の例」（巻末資料）を参考に、それぞれの基準・指標の例に応じた
モニタリング調査項目について、評価の観点と照らし合わせながら選択します。

「緑の回廊のモニタリング調査における基準・指標等の例」（巻末資料）で示している調査項目は、緑の回廊設定要領に
基づき項目を例示したものです。緑の回廊の設定目的・状況に応じて、その必要性・優先度を検討してください。
また、既に設定されている緑の回廊については、過去に実施したモニタリングとの継続性も考慮しつつ、効果的・効率
的なモニタリング実施の観点を踏まえた調査項目を検討しましょう。
モニタリングは連結する保護林と同時に実施する。
調査項目、調査箇所等については厳選する。
　（連結する保護林に関連する種・項目等を対象とした調査とする事を検討）

留意事項

モニタリングの具体的な手順第    章3



持続可能な森林経営の推進に資する観点から、
森林の状態とその変化の動向を全国統一した手
法に基づき把握・評価することにより、森林計画
における森林の整備に係る基本的な事項等を定
めるのに必要な客観的資料を得ることを目的と
しています。

一般に「緑の国勢調査」と呼ばれ、陸域、陸水
域、海域の各 の々領域について国土全体の状況
を調査しています。

全国にわたって1000ヶ所程度のモニタリングサ
イトを設置し、基礎的な環境情報の収集を長期
にわたって継続して、日本の自然環境の質的・量
的な劣化を早期に把握することを目的としていま
す。

林野庁ウェブサイト
※各森林管理局は管内の調査
成果を保有

環境省 自然環境局 生物多様性
センターウェブサイト

林野庁

環境省

森林生態系多様性基礎
調査

自然環境保全基礎調査

モニタリングサイト1000

森林詳細調査（森林生態系多様性基礎調査に準拠した
立木調査）、動物調査（自動撮影カメラ）

（森林詳細調査）天然林の樹種構成等、（動物調査）指
標種

４年前

２回

５年間

どのような調査を行ってきたか？

何を調査対象としていたか？

何年前に調査されているか？

何回調査されているか？

どのくらいの間隔で調査されているか？

調査の項目

調査の対象

調査の時期
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第３章　モニタリングの具体的な手順



区分 調査内容

コラム

小円部　5.64m   (0.01ha)
中円部　11.28m (0.03ha)
大円部　17.84m (0.06ha)

合計 0.10ha


